
JP 2016-504163 A5 2017.3.2

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年3月2日(2017.3.2)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   17/24     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月23日(2017.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　涙器と副鼻腔との間に形成されるフィステルを通して副鼻腔に涙器を流体接続させる、
ヒトへの移植に有用な副鼻腔アクセス移植装置であって、
　前記移植装置の第１の長手方向端部における近位端と、
　前記第１の長手方向端部に対して長手方向反対側に位置される、前記移植装置の第２の
長手方向端部における遠位端と、
　前記近位端と前記遠位端との間の導管と、
　同導管を通した内部通路とを備え、
　前記近位端と前記遠位端との間における前記移植装置の長手方向に沿った長さは、８ミ
リメートル乃至５０ミリメートルの範囲にあり、
　前記長さを横断する前記内部通路の幅は、０．２５ミリメートル乃至５ミリメートルの
範囲にあり、
　前記導管は、少なくとも３ミリメートルの長さを有する第１の長手方向部分、および少
なくとも３ミリメートルの長さを有するとともに前記第１の長手方向部分に対して前記遠
位端に向かうように配置される第２の長手方向部分を含み、
　前記導管の前記第１の長手方向部分は、前記内部通路に隣接する第１の最小壁厚を有し
、
　前記導管の前記第２の長手方向部分は、前記内部通路に隣接するとともに前記第１の最
小壁厚より小さい第２の最小壁厚を有し、前記第１の最小壁厚は、前記第２の最小壁厚よ
りも少なくとも０．０５ミリメートル大きく、前記導管の前記第２の長手方向部分の外側
部分は、突出領域および窪み領域を含むアンカー固定面を含み、前記第２の最小壁厚は、
１つ以上の前記窪み領域に対応する１つ以上の位置に生じ、
　前記移植装置は、前記涙器を前記副鼻腔に流体接続させるべく移植されるように構成さ
れ、これにより、移植の際に、
　　前記近位端は前記涙器に配置され、
　　前記遠位端は前記副鼻腔に配置され、
　　前記導管は、前記フィステルを通して前記涙器と前記副鼻腔との間に配置され、前記
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導管の前記第１の長手方向部分および前記第２の長手方向部分の各々の少なくとも一部分
が前記フィステル内に配置され、前記導管の前記第２の長手方向部分の少なくとも一部分
が前記副鼻腔内に配置されることを特徴とする副鼻腔アクセス移植装置。
【請求項２】
　前記導管の前記第１の長手方向部分は、一様な壁厚、および円滑な外側表面を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の移植装置。
【請求項３】
　前記導管の前記第１の長手方向部分の前記長さは５ミリメートル乃至１５ミリメートル
の範囲にあり、前記導管の前記第２の長手方向部分の前記長さは５ミリメートル乃至１５
ミリメートルの範囲にあることを特徴とする請求項１または２に記載の移植装置。
【請求項４】
　前記第１の最小壁厚は０．３５ミリメートル乃至０．５５ミリメートルの範囲にあり、
前記第２の最小壁厚は０．１５ミリメートル乃至０．４ミリメートルの範囲にあることを
特徴とする請求項１乃至３のうちのいずれか一項に記載の移植装置。
【請求項５】
　前記導管の前記第１の長手方向部分は前記導管の前記第２の長手方向部分の第２の最大
の外側幅よりも少なくとも０．２ミリメートル小さい第１の最大の外側幅を有し、
　　前記導管の前記第１の長手方向部分は第１の最小の外側幅を有し、前記導管の前記第
２の長手方向部分は第２の最小の外側幅を有し、
　前記第２の最小の外側幅は前記第１の最大の外側幅よりも小さく、
　前記第１の最小の外側幅は前記第２の最小の外側幅よりも大きく、
　　前記第１の最大の外側幅および前記第１の最小の外側幅は各々、１．５ミリメートル
乃至２．５ミリメートルの範囲内にあり、
　前記第２の最大の外側幅は１．７５ミリメートル乃至３ミリメートルの範囲にあり、
　前記第２の最小の外側幅は１ミリメートル乃至２ミリメートルの範囲にあり、
　前記第１の最小の外側幅は前記第２の最小の外側幅よりも少なくとも０．１ミリメート
ル大きく、
　前記第２の最大の外側幅は前記第１の最大の外側幅よりも少なくとも０．２ミリメート
ル大きく、
　前記移植装置は、前記近位端に、前記導管に隣接する頭部を備え、
　　同頭部は、前記導管に向かって配置されるとともに前記移植装置が移植される際に前
記フィステルの外側かつ前記フィステルに隣接する組織と係合するように構成され、また
、該頭部の一側部にフランジ付き組織係合面を含み、
　　前記頭部は、前記フランジ付き組織係合面の外側縁上の地点間の最大の分離距離であ
る第１の寸法を有し、同第１の寸法は、前記装置の長さを横断する前記突出領域の範囲に
よって形成される、前記導管の外側幅よりも大きく、
　　前記頭部は、前記第１の寸法を横断する線上にある前記外側縁上の地点間の最大の分
離距離である前記第１の寸法を横断する第２の寸法、および１乃至４の範囲の前記第２の
寸法に対する前記第１の寸法の比を有することを特徴とする請求項１乃至４のうちのいず
れか一項に記載の移植装置。
【請求項６】
　前記第１の最小の外側幅および前記第１の最大の外側幅は等しいことを特徴とする請求
項５に記載の移植装置。
【請求項７】
　前記第２の最小の外側幅は前記第２の最小壁厚に対応する位置に生じることを特徴とす
る請求項５または６に記載の移植装置。
【請求項８】
　前記突出領域は、少なくとも０．２ミリメートルの窪み領域に対する高さを有し、
　前記突出領域は前記装置の前記長さに沿って少なくとも５ミリメートルの長さで前記導
管の前記第２の長手方向部分上に設けられ、
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　前記突出領域の始点は、前記移植装置の前記近位端から少なくとも４ミリメートルの位
置に配置されることを特徴とする請求項１乃至７のうちのいずれか一項に記載の移植装置
。
【請求項９】
　前記導管が移植のために前記フィステルを通して挿入される場合において、前記突出領
域は、前記フィステルに露出した組織と接触する際に柔軟に変形するように構成され、
　前記突出領域は、各々が前記導管の全周の周囲を延びる少なくとも３つの一定間隔で配
置された周方向隆起部を含むことを特徴とする請求項１乃至８のうちのいずれか一項に記
載の移植装置。
【請求項１０】
　前記導管の前記第２の長手方向部分の導管壁を通して前記内部通路への１つ以上の側方
開口部を含み、１つ以上の前記側方開口部は、１つ以上の前記窪み領域内に配置されるこ
とを特徴とする請求項１乃至９のうちのいずれか一項に記載の移植装置。
【請求項１１】
　前記導管は、５０乃至１００の範囲のデュロメータ硬さ（ショアＡ）を有する高分子材
料から形成されることを特徴とする請求項１乃至１０のうちのいずれか一項に記載の移植
装置。
【請求項１２】
　副鼻腔の処置に使用するためのキットであって、
　請求項１乃至１１のうちのいずれか一項に記載の副鼻腔アクセス移植装置と、
　前記副鼻腔へのアクセスを提供する前記移植装置の移植後に前記移植装置を通して副鼻
腔に輸送可能な流体の治療混合物とを備え、
　前記治療混合物は、抗生物質、ステロイド、抗ウイルス薬、抗ヒスタミン剤、抗真菌薬
、肥満細胞安定化薬、粘液溶解薬、非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡＩＤ）、血管収縮薬
、および免疫抑制薬のうちの任意の１つ以上の任意の組み合わせを含む薬物治療混合物で
あることを特徴とする副鼻腔の処置に使用するためのキット。
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